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1. はじめに 

 近年河川の砂利資源枯渇に伴い、川より砂が採取できなくなっていることから、岩を掘削・破砕して製造

した砕砂・洗砂をセメント用骨材として使用している場合がある。この破砕洗浄過程で発生する泥水は、タ

ンクで凝集沈殿された後、加圧脱水され脱水ケーキとなり、破棄されている。 

本研究では図-1 に示すように、固化材添加のタイミングの違いで 2 種類の改

良土を作製した。加圧脱水後の脱水ケーキに固化材を加えた試料を「脱水ケー

キ改良土」、脱水前の泥水に固化材を加え、その後加圧脱水してできた試料を

「脱水処理土」とした。これらの改良土を刃金土などの遮水性材料や盛土材料

等として使用することを検討した。 

2. 脱水ケーキ改良土と脱水処理土の作製 

 本研究で用いた脱水ケーキは花崗岩の破砕処理で発生したもので自然含水比

は約 28%である。脱水ケーキの物理特性を表-1に、粒径加積曲線を図-2に示

す。発生時期により分類は異なったが、ほぼ類似の物理特性を示した。改良の

ための固化材には高炉セメント B種(BB)と消石灰(HL)を使用した。 

脱水ケーキ改良土は、脱水ケーキを 4.75mm のふるいでほぐして含水比を

w0=25~40%に調整し、固化材を添加・混合後、恒温庫(20 ± 3℃)内で 1週間密

閉養生した。固化材の添加率は試料の乾燥質量に対する乾燥質量百分率で表

し、それぞれ 2~15%で配合を行った。 

脱水処理土は、加圧脱水前の泥水を液性限界の約 1.5倍

(w0=65%)に調整し、スラリー化した固化材(水/固化材比=1)を添加

し、直径 150mmのモールドに初期高さ約 100mmとなるように投

入し、約 800kN/m2で 1 時間加圧脱水を行った。脱水後 9.5mm の

ふるいを通過するようにほぐし、恒温庫(20 ± 3℃)内で 1週間密閉

養生した。固化材の添加率は 2~10%で配合を行った。 

図-3は脱水処理土作製過程の加圧脱水の時間と沈下ひずみの関

係を示すものである。HLを添加した場合は、添加率によらず圧密

が早く進み、最終沈下ひずみは減少した。BBを添加

した場合には、添加率が増すごとに圧密が早く進み沈

下ひずみも大きくなった。しかし、最終沈下ひずみは

いずれも未処理のものに比べて小さくなった。これは

脱水過程で、固化反応が進んでいるためであると推察

される。 

ここで、図-2に示した粒度分布を見ると、脱水ケー

キ、脱水処理土、脱水ケーキ改良土の順で粒径が大き

くなっている。脱水処理土の場合は、固化材の種類に

よらない粒度分布となった。 

 

図-1 脱水ケーキ改良土

と脱水処理土の作製方法 

表-1 脱水ケーキの物理特性 

 

 

図-2 粒径加積曲線 
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3. コーン指数 

JIS A 1228 : 2009に基

づき求めたコーン指数と

固化材添加率の関係を図-

4に示す。脱水ケーキ改

良土では、HL≧5%、BB

≧10%になるとコーン指

数が横ばいになった。

BB を添加した場合につ

いては試料の含水比が

25%の時は添加率が大き

くなるにつれてコーン指

数が小さくなった。これ

はセメントの反応に必要

な水分が不足しているか

らだと考えられる。 

図-5は脱水ケーキ改良

土(w0=28%)と脱水処理土

のコーン指数を比較した

ものである。脱水ケーキ改良土では添加率に関わ

らず HL を添加したほうが高いコーン指数を示し

たが、脱水処理土では BB を添加したほうが高いコ

ーン指数を示した。脱水ケーキ改良土と脱水処理

土を比較すると、BB添加の場合は添加率に関わら

ず両者に差がないが、HL添加の場合は添加率が大

きくなると脱水ケーキ改良土のほうがコーン指数

が大きくなっている。 

4. 透水係数 

 JIS A 1218 : 2009に基づいて変水位透水試験で求めた

透水係数を図-6に示す。未処理土と比較すると、改良土や

処理土は固化材に関わらず非常に大きな値となっている。

これは粒度分布の変化に伴う乾燥密度の低下が原因である

と推察される。刃金土に必要な透水係数は 2×10-4m/s未

満とされるため刃金土には適さないことがわかった。 

5. まとめ 

コーン指数の面で考えると、脱水ケーキ改良土には消石

灰が、脱水処理土には高炉セメント B種が適しているといえる。また、改良を行うことによって透水係数が

非常に大きくなるため遮水性材料としては適さないが、盛土材などの地盤材料として有効利用することがで

きると考えられる。 
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図-5 改良土のコーン指数の比較 

 

(a) HL 添加              (b) BB添加 

図-4 脱水ケーキ改良土の固化材添加率とコーン指数の関係 

 

(a) HL 添加                (b) BB 添加 

図-3 加圧脱水過程の時間と沈下量の関係 

 

図-6 乾燥密度と透水係数の関係 
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